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 その結果、観察項目として利用された項目数は全体の 5 分の 1 で、これは、
システム導入した神経難病病棟の患者は、入院期間が長く、状態が安定してお
り、対象疾患や症状に特徴があった為と考えられた。また、「観察目的」「観察
説明」を組み合わせた方法では、結果表記が困難な観察項目が作成される可能
性や、1つの観察項目に複数結果が必要となる場合が起こりうることがわかった。 
 次に、食事に関する情報の入力操作の軽減、入力作業の簡略化を目指して、
食事リストとして掲載された食事画像から色に着目し、食事に関する情報の抽
出を試みた。「家庭のおかずカロリーブック」に掲載されている「おかず」の食
事画像を、主食材を中心に切り出し、その画像に含まれている色の支配度から
点数をつけ、主食材・調理方法による特徴の抽出を試みた。また、実際に調理
し、撮影した食事画像の色解析を実施した。その結果、食事画像に含まれる色
の情報のみでは、食事に関する情報の抽出は困難であり、追加情報が必要なこ
とがわかった。 
 さらに、タブレット端末を活用した家族の食生活を支援するシステムの構築
と評価を行った。本システムは、①食事入力が便利なタブレット端末を用いる
システムを構築する。②特に健康上の問題を有していない者を対象とする。③
家族成員の健康的な食生活の質的向上を主題とする。④食事入力の簡素化を図
るべく、リスト化された食事メニューの分類と構成に注力する。これら 4 つの
特徴を有している。構築したシステムを約 1ヶ月間、7家族にて、毎日の食事入
力を強制せず、試行実験を行った。その結果、食事入力の負担について課題が
残ったが、本システムをほぼ毎日使用し、食事入力をした家族に関しては、徐々
に自身が設定した目標摂取カロリーの値に近づく結果が得られ、健康的な食生
活への支援に資する可能性が示唆された。 
 以上を総合した結果、本審査委員会では、本論文が「博士（応用情報科学）」
の学位授与に値する論文であると全員一致により判定した。 
 
 
